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・
イ
ザ
ナ
ギ
の
命 
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二
神
の
神
名
は
『
古
事
記
』
に
は
伊
邪
那
岐
神
・
伊
邪
那
美
神
、「
日
本
書

紀
」
に
は
伊
奘
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
、
更
に
『
出
雪
国
風
土
記
』
に
は
伊
奘
奈
梠

命
・
伊
奘
奈
弥
命
（
伊
奘
那
弥
命
と
も
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
は
古
事
記
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
天
と
地
が
、
自
然
が
、
そ
れ
を
守
る

神
々
が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
た
の
か
紹
介
す
る
。 

１ 

「
天
地
初
め
て
ひ
ら
け
し
時
」、
ま
ず
、
天
之
御
中
主
神
（
あ
め
の
み
な
か

ぬ
し
の
か
み
）
高
御
産
日
神
（
た
か
み
む
す
び
の
か
み
）
神
産
巣
日
神
（
か
み
む

す
び
の
か
み
）
な
ど
の
五
神
、
い
ず
れ
も
姿
が
見
え
な
い
別
天
神
（
こ
と
あ
ま
つ

の
か
み
）
が
現
れ
た
。
次
に
姿
が
見
え
な
い
国
之
常
立
神
、
豊
雲
野
神
の
二
つ
の

一
人
神
が
現
れ
、
そ
の
あ
と
男
女
一
対
の
神
が
五
組
現
れ
る
。
こ
の
十
二
神
を
神

世
七
代
と
呼
ぶ
。
そ
の
最
後
が
伊
邪
那
岐
神
と
伊
邪
那
美
神
で
あ
る
。 

２ 

こ
の
二
神
は
天
之
御
中
主
神
の
命
に
よ
り
国
生
み
、
神
生
み
を
す
る
。
こ
の

二
神
は
夫
婦
神
で
あ
る
。（
今
ま
で
は
一
人
の
神
の
神
力
で
神
々
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
を
化
成
型
の
神
と
言
う
。
二
人
し
て
生
み
出
さ
れ
る
の
は
こ
の
二
神
が
初
め

て
で
胎
生
型
の
神
で
あ
る
。） 

 

二
神
は
今
の
淡
路
島
・
四
国
・
隠
岐
島
・
九
州
・
壱
岐
島
・
対
馬
・
佐
渡
島
・

本
州
を
、
続
い
て
小
島
を
含
め
計
十
四
島
を
生
む
。
こ
れ
が
大
八
島
と
呼
ば
れ
た

日
本
の
国
土
で
あ
り
、
又
そ
こ
で
生
活
を
営
む
人
間
に
必
要
な
森
羅
万
象
を
す
べ

て
整
え
る
。 

３ 

次
に
そ
れ
ら
を
支
配
し
、
守
護
す
る
神
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
屋
を

司
る
神
、
山
の
神
、
野
の
神
、
水
の
神
、
海
の
神
、
舟
の
神
、
風
の
神
そ
の
他
あ

ら
ゆ
る
物
の
守
護
神
三
十
五
柱
の
神
を
生
ん
だ
。 

４ 

イ
ザ
ナ
ミ
が
生
ん
だ
二
八
番
目
の
神
が
火
の
神
『
火
の
迦
具
土
神
』（
ひ
の

か
ぐ
つ
ち
の
か
み
）
で
あ
る
。
（
こ
の
神
は
火
難
除
け
の
神
と
し
て
現
在
町
内
の

数
杜
に
祀
ら
れ
て
い
る
。） 

５ 

こ
の
火
の
神
を
生
ん
だ
時
に
、
身
体
に
大
火
傷
を
し
、
瀕
死
の
状
態
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
ま
だ
生
み
続
け
、
口
か
ら
吐
い
た
も
の
か
ら
鉱
山
の
神
（
金

山
彦
神
・
全
山
姫
神
）
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
神
が
「
た
た
ら
」
の
守
護
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
来
た
。
そ
し
て
イ
ザ
ナ
ミ
は
遂
に
神
避
る
。
そ
の
神
は
出
雲
国
と
伯

書
国
と
の
境
に
あ
る
比
婆
山
に
葬
ら
れ
た
。 

６ 

イ
ザ
ナ
ギ
は
イ
ザ
ナ
ミ
に
会
い
に
死
後
の
世
界
で
あ
る
『
黄
泉
国
』
に
行
き

「
ま
だ
二
人
し
て
つ
く
る
国
は
残
っ
て
い
る
の
で
還
っ
て
欲
し
い
」
と
請
う
。
イ

ザ
ナ
ギ
が
禁
を
お
か
し
て
の
ぞ
き
見
る
と
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
体
に
八
雷
神
が
生
じ
て

い
た
。
こ
れ
を
見
て
イ
ザ
ナ
ギ
は
こ
の
世
に
逃
げ
帰
る
。 

７ 

イ
ザ
ナ
ギ
は
そ
の
後
あ
の
世
の
「
ケ
ガ
レ
」
を
祓
う
た
め
「
み
そ
ぎ
」
を
す

る
。
そ
の
時
も
多
く
の
神
々
を
生
む
。
左
の
目
を
洗
っ
た
時
に
生
ま
れ
た
神
が
天

照
大
御
神
、
右
の
目
を
洗
っ
た
時
の
神
は
月
読
命
、
鼻
を
洗
っ
た
時
に
生
ま
れ
た

の
が
須
佐
之
男
命
で
あ
る
。
こ
の
三
神
を
三
貴
子
と
呼
ぶ
（
化
成
神
）
。
こ
こ
か

ら
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
の
話
に
移
っ
て
い
く
。
。 

 

「
神
」
と
は
、「
人
間
で
は
出
来
な
い
事
、
は
る
か
人
間
の
能
力
を
越
え
た
超

能
力
、
人
智
を
以
て
は
か
る
こ
と
の
出
来
な
い
か
く
れ
た
存
在
、
ま
た
人
類
に
禍

福
を
降
ろ
す
と
考
え
ら
れ
る
威
霊
」
で
あ
り
、
人
や
集
団
の
心
の
中
に
生
ま
れ
た

尊
い
存
在
で
あ
る
。
古
代
か
ら
猿
政
山
を
中
心
と
す
る
広
い
地
域
の
人
々
は
、
生

き
て
い
く
た
め
の
数
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
来
て
い
る
。
長
い
生
活
の
中
に
御
坂

山
（
神
山
）
を
意
識
し
、
二
神
を
祀
り
、
更
に
「
だ
た
ら
」
製
鉄
に
関
わ
る
金
屋

子
神
も
加
わ
っ
て
、
一
層
の
信
仰
が
深
ま
り
広
が
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 


